
●「現代史の中心課題」への合流を！
　2000年４月に、「現代への疑問と不満を抱き、抵抗と変革
を志す人びとの協働の場」としてのＨＯＷＳ開設を提案した武
井昭夫さんは、現代史の中心課題を「熱核戦争という人類の生
存そのものの危機を克服しつつ、帝国主義を廃絶して全世界的
な社会主義への移行をいかになしとげるかにある」と考え、「す
べての政治的課題は、たとえそれが独自に存在するとしても、
この現代史の中心課題と結びつけて、あるいはそれとの関連に
おいて考究され実践されねばならない」と訴えていました。
　いま、このとらえ方は、ますますアクチュアルになっている
のではないでしょうか。世界に眼を向ければ、2014年に端を
発して22年に激化したウクライナ戦争があり、昨年からのシ
オニスト国家によるパレスチナ・ガザ絶滅戦争が続いています。
わたしたちの足元の東アジアでも、米日韓を中心とする帝国主
義勢力が朝鮮や中国への軍事的包囲網を形成し、いつ熱核戦争
に転化してもおかしくない情勢の緊張をもたらしています。
　煎じ詰めればこれら一連の危機は、資本のあくなき利潤追求
と無限の蓄積・拡大、そのための植民地・新植民地獲得戦争に
よって諸国人民の殺戮をもたらす、資本主義的な近代の客観的
構造に起因しています。ソ連の倒壊後、あらゆる制約から解き
放たれた帝国主義国のブルジョワジーと政府は、あたかも正義
の御旗でもあるかのように「人道的介入」「テロとの闘い」を
掲げ、途切れることなき帝国主義戦争に突き進みました。
　資本主義的な近代がもたらす野蛮・残虐性は、ガザにおける
大量虐殺に集中的に表現されています。そうであるがゆえに、
わたしたちには現在の瞬間における個別的な諸課題に身を粉に
して取り組むと同時に、それを近代の歴史総体およびその変革
過程との関係のなかでとらえかえしていくことが不可欠なので
はないでしょうか。「先進国」に生きるプロレタリアートと人

民諸階層に求められるのは、ブルジョワ社会での小市民的日常
性に埋没することなく、また、マスメディアのたれ流す「情報」
にふりまわされることなく、世界の変革をめざす運動と切り結
ぶ「理論」を大衆的な諸運動のなかに創造していくことでしょう。
　そして、諸運動の水滴と細粒がひとつの巨大な変革の流れに
合流していくこと、すなわち、現在のパレスチナ連帯運動での
滴りに見られるような若い世代のものも含むさまざまなエネル
ギーが、現代史の中心課題との関連で発揮されること、そうし
たことを「夢みる」べきだとわたしたちは考えます。

●若い世代に思想的な「軸」をつくりだそう！
　しかし、この「夢」はひとりでに実現するものではないし、
諸運動の状況は総体的ビジョンの喪失という方向に一歩一歩ず
り落ちてきてしまっているのが実情でしょう。それゆえに多様
なかたちで渦巻くエネルギーが無為に放散されたり、無自覚に
反動の側へと回収される事態が繰り返し生じています。この状
況に対して、とりわけ今後の運動を担うべきわたしたち若い世
代が、いままさに積極的な抵抗を開始しなければなりません。
　これは単に政治的なグループをつくろうということではあり
ません。大切なのは、文学・芸術をはじめとしてさまざまな領
域において運動に取り組む若い世代がジャンルを越えて相互の
討論を行ない、自己の取り組みを他の取り組みとの関係で対象
化していく過程のなかで、総合的な変革のビジョンを互いにつ
ちかうことにあるのではないでしょうか。そして、将来の、幾
百万の人民大衆の行動にむけての思想的な「軸」をつくりだす、
そうした共同の作業こそが、いま求められています。わたした
ちは今期のＨＯＷＳをそのための共同の場として企画しました。
　みなさん！　ＨＯＷＳ講座に参加して、現代世界をトータル
にとらえる変革の視点をともに手に入れましょう！
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2024年度前期 変革のための共学の広場

●2024年度前期（５月～９月・６シリーズ20講座）
◆プロレタリアートの連帯へ！
◆世界のいまを直視する
◆21世紀の芸術と批評
◆世界の短編小説を読む
◆目取真俊『眼の奥の森』を読む
◆この人にきく

HOWSで学ぼう HOWSで学ぼう
抵抗と変革を志すひとびとへ

�2023年度後期国際婦人デー集会

定員30名の事前予約制です。また急きょ中止・延期
する場合もあり得ますので、参加希望の方は必ず電
話番号をお教えください。普通より熱が高いなど体
調に変化がある方は参加を遠慮してください。

HOWSの電話番号が変わります

080－9816－3450
※旧電話番号およびFAXは、2022年11月以降は使えません

◉ 重要なお知らせ ◉

HOWS講師一覧

青木　秀樹 弁護士
秋葉　裕一 早稲田大学名誉教授・ブレヒト研究者
明　真南斗 『琉球新報』記者
浅井　春夫 立教大学名誉教授
浅井　基文 国際問題研究者
安里ミゲル プロレタリア詩人
浅野　健一 ジャーナリスト・元同志社大学教授
朝生　　進 全農林労働組合分会役員
渥美　　博 編集者

天羽　憲治 日本音楽協議会元事務局長
全逓全国音楽協議会元事務局長

雨宮　処凛 作家
荒井　晴彦 脚本家・映画監督
新垣　　毅 『琉球新報』記者
荒川　源吾 歌人、元古河雨竜労組文学サークル
新崎　盛吾 元新聞労連委員長
粟津　ケン デザイナー
飯塚　　勇 全厚生労働組合元執行委員長

飯島　滋明 名古屋学院大学教授・戦争をさせ
ない 1000 人委員会事務局次長

五十嵐　彰 慶應義塾大学非常勤講師
井口　秀作 愛媛大学教授
池田　　実 福島原発元作業員
池宮城紀夫 弁護士
石川　逸子 詩人
石橋　正孝 文芸評論家
石橋　　学 『神奈川新聞』記者
板垣　雄三 東京大学名誉教授
井土　紀州 脚本家・映画監督
伊藤　彰信 元全港湾委員長
伊藤　拓也 学校事務職員労働組合神奈川
イナン‐オネル 翻訳家・映像家
井野　博満 金属材料学 ･ 原子力問題 ･ 環境問題
井野　茂雄 文化活動家
今中　哲二 京都大学複合原子力科学研究所研究員
伊波　洋一 参議院議員、会派 沖縄の風
李　泳　采 恵泉女学園大学教員
岩田　昌征 千葉大学名誉教授
上杉　　聰 日本の戦争責任資料センター事務局長
上杉　　忍 横浜市立大学名誉教授
植村　　隆 韓国カトリック大学客員教授／元『朝日新聞』記者

内田　聖子 NPO 法人アジア太平洋資料セン
ター＜PARC＞共同代表

内田　妙子 元ＪＡＬ不当解雇撤回裁判原告団長
内田　　浩 元出版労連書記次長

内田　雅敏 弁護士／戦争をさせない
1000 人委員会事務局長

梅田　正己 高文研・前代表、書籍編集者、歴史研究者
江刺　昭子 ノンフィクションライター女性史研究家
大西　赤人 作家
大村　歳一 編集者
大畑　龍次 朝鮮・中国研究者
岡田　　充 ジャーナリスト
岡本　有佳 編集者
尾澤　孝司 韓国サンケン労組を支援する会事務局次長
小谷野　毅 全日本建設運輸連帯労組書記長
及部　克人 武蔵野美大名誉教授・デザイン
海渡　雄一 弁護士
柿山　　朗 元海員組合全国委員 / 元外航船船長
笠原十九司 都留文科大学名誉教授
片山　夏子 『東京新聞』記者
加藤　晋介 弁護士
金澤　　壽 前全国労働組合連絡協議会議長
金山　明子 画家
加部　洋祐 歌人
鎌倉　孝夫 埼玉大学名誉教授 ･ 経済
鎌田　哲哉 『重力』編集会議

鴨　　桃代 全国コミュニティユニオン連合会・元会長
唐沢　武臣 元国労本部書記長
河添　　誠 元首都圏青年ユニオン
康 宗 憲 韓国問題研究所代表
康 成 銀 朝鮮大学校朝鮮問題研究センター研究顧問
北　　健一 ジャーナリスト
木田　節子 東日本大震災で被災・福島からの原発避難者
北川　広和 『日韓分析』編集人
金　志　永 『朝鮮新報』編集局長
金　静　寅 在日本朝鮮人人権協会
金 淑 美 『朝鮮新報』記者
金 才 順 在日本朝鮮民主女性同盟中央本部国際部
金　治　明 沖縄戦と朝鮮人強制連行を記録する会
金　哲　央 国際高麗学会理事、哲学博士
金　東　鶴 在日本朝鮮人人権協会

金 哲 秀 朝鮮大学校朝鮮問題研究センター
・在日朝鮮人関係資料室室長

金　有　燮 千葉朝鮮初中級学校元校長
木村　辰彦 沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック
木村　文洋 映画監督
吉良　紀子 全国一般・全労働者組合 FA ユナイテッド分会　
金野　正晴 自営業
國枝　孝幸 全厚生闘争団事務局次長
國分　富夫 「福島原発被害者相双の会」会長

久保　孝雄 神奈川県日中友好協会名誉顧問
アジアサイエンスパーク協会名誉会長

熊本　一規 明治学院大学教授
琴 基 徹 月刊『イオ』元編集長
倉沢　愛子 慶應義塾大学名誉教授
倉林　　誠 国労高崎地本委員長
栗原　君子 元参議院議員
楜沢　　健 文芸評論家
黒田　節子 原発いらない福島の女たち
纐纈　　厚 明治大学特任教授
粉川　哲夫 メディア論
古志　　峻 朝鮮問題研究
越川　芳明 明治大学名誉教授・アメリカ文学者
古関　彰一 獨協大学名誉教授
高 賛 侑 映画監督
兒玉　聖史 自治労中央本部青年部長
五島真理為 医療カウンセラー
小林　春彦 元国労千葉地本委員長
小松　厚子 編集者・群読
近藤　和樹 日本社会主義青年同盟中央本部前委員長
斎藤　貴男 評論家・ルポライター
在間　秀和 弁護士
佐久間　誠 元鉄建公団訴訟原告団中央協議会事務局長
笹木　繁男 美術ドキュメンタリスト
佐々木史朗 全統一労働組合書記長
笹山　久三 作家 ･ 元郵政労働者
佐野　通夫 東京純心大学客員教授

清水　早子 宮古島ピースアクション実行委員会
ミサイル基地いらない宮古島住民連絡会

清水　雅彦 日本体育大学教授・憲法学
下見　徳章 『伝送便』編集委員
菖蒲谷眞一 全日本水道労働組合前書記次長
白井　佳夫 映画評論家
朱 建 榮 東洋学園大学客員教授
庄 子 正 紀 全国一般・全労働者組合書記次長
愼　蒼　宇 法政大学教員
絓　　秀実 文芸評論家
菅井　益郎 国学院大学名誉教授 ･ 市民エネルギー研究所
杉原　泰雄 一橋大学名誉教授 ･ 憲法
杉村　和美 出版ネッツ執行委員・編集者
杉 山 雄 大 二松学舎大学非常勤講師
鈴木　圭子 ＪＡＬ被解雇者労働組合副委員長
須田　光照 全国一般全国協議会東京東部労組書記長
関谷　興仁 陶板作家、〈益子〉朝露館館長

瀬戸　　宏 大阪摂南大学名誉教授
ダイロン - オヘダ 駐日キューバ共和国大使館一等書記官
髙井　一聴 自治体労働組合活動家・ケースワーカー
高井　潔司 元桜美林大学教授
高里　鈴代 基地・軍隊を許さない行動する女たちの会
髙嶋　伸欣 琉球大学名誉教授 ･ 社会科教育
高野　飛鳥 中部全労協事務局長
高橋　哲哉 東京大学名誉教授
高橋　俊次 壊憲 NO!  96 条改悪反対連絡会議事務局
高橋　美香 フォトジャーナリスト

高良　鉄美 参議院議員、会派 沖縄の風
琉球大学法科大学院名誉教授

滝野　　忠 『社会通信』発行人
滝本　　匠 『琉球新報』記者
竹見智恵子 ジャーナリスト
田代　ゆき 新聞労働者
立野　正裕 元明治大学教員 ･ 英文学
田中　　宏 一橋大学名誉教授
谷口源太郎 スポーツジャーナリスト
田端　博邦 元東京大学社会科学研究所教授
崔　権　一 在日本朝鮮人総聯合会大阪府本部副委員長
蔡　萬　洙 韓国・労働社会科学研究所所長
鄭　栄　桓 明治学院大学教員
津田　憲一 元神奈川県中学校教員
槌田　　敦 物理学者 ･ 核開発に反対する会代表
土田　宏樹 『伝送便』編集委員
土屋トカチ ビデオ制作者
問山　栄恵 『琉球新報』記者
東海林　智 『毎日新聞』記者
徳住　堅治 弁護士
富山　栄子 国際交流平和フォーラム代表
鳥井　一平 移住者と連帯する全国ネットワーク代表理事
永尾　俊彦 ジャーナリスト
中島　　浩 元全統一労働組合
中西新太郎 横浜市立大学名誉教授・関東学院大学教授
中野　敏男 東京外国語大学名誉教授
中原　純子 全労協全国一般東京労組フジビグループ分会
中原　道子 早稲田大学名誉教授
仲井間郁江 『琉球新報』記者
中村　美彦 元千葉高教組書記長
村中　哲也 元日本乗員組合連絡会議
な　す　び 被ばく労働を考えるネットワーク山谷労働者福祉会館
棗　　一郎 弁護士

西浦　昭英 『教えられなかった戦争』シリーズ上
映実行委員会／現辺野古抗議船

西崎　雅夫 「関東大震災朝鮮人虐殺の国家責任を問う会」運営委員
西垣　泰子 明星大学名誉教授 ･ デザイン
西野瑠美子 ルポルタージュ作家
二瓶　一夫 福島県三春町在住
二瓶　久勝 元国鉄闘争共闘会議議長
萩尾　健太 弁護士
朴 京 子 公益財団法人在日朝鮮学生支援会代表理事
朴　南　仁 在日韓国民主統一連合
朴　英　二 映画監督
長谷川和男 朝鮮学校無償化排除に反対する連絡会共同代表
長谷川三郎 元部落解放同盟東京都連執行委員長
長谷川　宏 哲学者・ヘーゲル研究
羽仁　　進 映画監督
羽根　次郎 明治大学教員／中国近現代史・現代中国論

樋口　健二 報道写真家
日暮　　聖 元法政大学教授・国文学
日比野敏陽 『京都新聞』記者
平賀健一郎 元中小労組政策ネットワーク事務局長
平松　利昭 画家
藤本　愛子 国公労連
藤原　　晃 神奈川県高教組組合員
古川　美佳 韓国美術・文化研究
古田　　武 文化活動家
白　喆　鉉 韓国・全国労働者政治協会
白　宗　元 歴史学博士
外間三枝子 沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック
星野　　潔 リムピース編集部
星野　良明 元国鉄闘争共闘会議副議長
堀川　久司 前千葉高教組委員長
本田　由紀 東京大学大学院教授
前田　　朗 朝鮮大学校講師
松沢　　弘 反リストラ産経労組委員長
松村比奈子 首都圏大学非常勤講師組合委員長
丸川　哲史 明治大学教員
三上　広昭 労働者文学会幹事
水島　朝穂 早稲田大学教授
宮川　敏一 元京成電鉄労組書記長
三宅　晶子 千葉大名誉教授 ･ドイツ文化論
村田　忠禧 横浜国立大学名誉教授
文　泰　勝 朝鮮大学校政経学部教員

元山仁士郎 沖縄・北部訓練場のヘリパッド建設強
行に反対する若者有志の会

矢ヶ崎克馬 琉球大学名誉教授
八木　啓代 歌手・作家・プロデューサー
安川寿之輔 名古屋大学名誉教授
安田　和也 第五福竜丸展示館主任学芸員
安田　浩一 ノンフィクションライター
安田　幸弘 JCA-NET
柳田　　真 たんぽぽ舎
矢野　静明 画家
山口　直孝 二松学舎大学教員
山崎　久隆 たんぽぽ舎
山下　勇男 社会主義理論研究
山田　　勇 元全逓東京中郵支部第一特殊郵便分会書記長
山本　英夫 フォトグラファー

柚木　康子 不当解雇とたたかう日本航空労働者を
支える会事務局長

湯本　雅典 ジャーナリスト
横田　耕一 九州大学名誉教授・流通経済大学特例教授
吉沢　弘志 反基地活動家
吉田　康彦 国際問題評論家
吉田　　裕 一橋大学名誉教授
吉留　　要 画家
米倉　外昭 『琉球新報』記者
乱　鬼　龍 文化活動家
李　俊　植 朝鮮大学校教育学部教授
李　春　煕 弁護士
李　東　埼 ジャーナリスト
李 柄 輝 朝鮮大学校朝鮮問題研究センター教授
林　裕　哲 朝鮮大学校外国語学部准教授
李　英　哲 朝鮮大学校教員
渡辺　厚子 大泉ブラウス裁判原告
渡辺　　治 一橋大学名誉教授 ･ 政治学

本

本郷文化フォーラム
ワーカーズスクール

2023年度後期開講講座

2024年度前期講座　５月18日㈯～９月28日㈯
平　　日　　PM6：30～９：00
土　　曜　　PM1：00～4：00

●2024年度前期開講連続講座
①５月18日㈯　パレスチナに生きる人びとを知る
――２か月間のパレスチナ現地取材から
講師＝高橋美香（フォトジャーナリスト）

②６月１日㈯　パレスチナ解放闘争の歴史と現在を知る
――わたしたちはいかに連帯すべきか
講師＝役重善洋（同志社大学人文科学研究所研究員）
〈この講座の時間は午後５時～８時です。ご注意ください。〉

●５月29日㈬　世界の短編小説を読む
　──

リヒャルト‐
ヴァーグナー作「ベートーヴェンまいり」 

講師＝立野正裕（明治大学元教員）
●6月15日㈯　目取真俊『眼の奥の森』を読む
――『眼の奥の森』を読むその1（P3～P120）
報告＝伊藤龍哉（文芸評論家）

●６月29日㈯　声を強める「グローバルサウス」（１）
　──「欧州中心史観」克服の試み
　講師＝富山栄子（国際交流平和フォーラム）
●７月３日㈬　世界の短編小説を読む
　──

アーネスト‐
ダウスン作「エゴイストの回想」

　講師＝立野正裕（明治大学元教員）



①５月18日㈯ 13 時～16 時

パレスチナに生きる人びとを知る
―― ２か月間のパレスチナ現地取材から
講師＝高橋美香（フォトジャーナリスト）

②６月１日㈯ 17 時～ 20 時

パレスチナ解放闘争の歴史
と現在を知る
―― わたしたちはいかに連帯すべきか
講師＝役重善洋（同志社大学人文科学研究所研究員）

HOWS：本郷文化フォーラムワーカーズスクール《講座紹介》2024年度本科前期（2024年５月18日㈯～9月28日㈯まで）

●現代への疑問と不満を抱き、矛盾の解決をめざす人びとへ ── ここHOWSで、真実の思考を追究しよう！

1、プロレタリアートの連帯へ！
　春闘は「33年ぶりの高水準」と浮かれたものの中小労働者や「非正規」の
雇用形態そのものの不当性は無視。労組の幹部が資本家との協調を主張すれば、
無視された８割の労働者は不信をもつ。また、政治的闘争課題に労働者階級が
取り組む伝統も解体されつつあり、国際連帯からも切り離される。いかにして
この状況を突破し、現代プロレタリアートの連帯をつくるか。それを議論したい。

①７月20日㈯　労働者階級の政治意識をいかに形成するか
―― 分断から団結へ、労組活動家は語り合おう
座談＝鈴木友陽（全農林労働組合分会執行委員）

　　　　藤本愛子（国公労連支部委員長）
　　　　須田光照（全国一般東京東部労組書記長）
　　　　司会：藤原晃（神奈川高教組）　  夏季セミナー

②９月14日㈯　アメリカ労働運動の高揚からなにを学ぶか
―― わたしたちの運動を基礎から強めるために
講師＝若林靖久（自治体労働組合書記）

2、世界のいまを直視する
　いま、「グローバルサウス」が声を強めている。しかし、米欧日を中心とす
る帝国主義勢力はその一部を政治的に取り込みつつ、軍事的にも封じ込めるこ
とで、この流れを押し留めようとしている。第三世界の諸民族はこの状況をい
かに打開するか、そして帝国主義本国の人民は世界の変革過程にいかに切り結
ぶか。本シリーズでは世界を直視する視点と課題への理解を深めていきたい。

①６月29日㈯　声を強める「グローバルサウス」（１）
―― いっそう狡猾になる西側
講師＝富山栄子（国際交流平和フォーラム）

②７月21日㈰　第三世界のなかのレーニン思想
―― レーニン没後100年とこんにちの世界
　講師＝林裕哲（朝鮮大学校外国語学部准教授）  夏季セミナー

③８月24日㈯　声を強める「グローバルサウス」（２）
―― 攻勢を仕掛ける米欧日豪

　講師＝富山栄子（国際交流平和フォーラム）

④９月21日㈯　歴史の主体としての第三世界の現在地
　―― 社会主義への道が現状を打開する道      ※この講座は13時30分開始。
　講師＝林裕哲（朝鮮大学校外国語学部准教授）　

3、21世紀の芸術と批評
　現代にあって「俗情との結託」（大西巨人）をあくまでも拒否しようとすれば、
ある種の「寂しさ」に直面せざるをえない。括弧つきの「芸術作品」は歴史や
社会の本質としての真理を照らす像たりえず、大衆の能動的な喜びとはまった
く無縁の粗製乱造の「娯楽作品」は、諸々のイデオロギー機構に管理された人
びとの虚偽意識を固定し増幅させることで芸術運動の基盤を虫食みつくす。本
シリーズではこの後退状況を克服するための芸術と批評のありかたを考える。

①７月20日㈯　世界文学としての大西巨人文学
―― 市民社会をこえて
対談＝山口直孝（二松学舎大学教員）

　　　　立野正裕（明治大学元教員）　　　
　　　　司会：杉山雄大（二松学舎大学教員）  夏季セミナー

②７月21日㈰ 　クリティシズムの復権へ！
―― ざっくばらんに語る思想・文化・芸術のこんにちの課題
座談＝佐藤勇輝（20 世紀フランス文学・思想研究）
　　　伊藤龍哉（文芸評論家）
　　　司会：杉林佑樹（翻訳家・HOWS事務局）  夏季セミナー

4、世界の短編小説を読む
  （開始は各回とも午後6時30分）
　これらの作品に共通する特徴は作中の「語り」にあろう。手記のかたちで語
られる話、聴き手を目の前に置いて語られる話、回想として独り語りに過去が
物語られる話などさまざまな語りの姿かたちがある。「語り」を通じて明らか
にされる人の生の「実相」と「別の時間」。人の生を織りなす情熱の摩訶不思
議なありようとその多様性に思いを馳せ、一次元的な時間への囚われと執着を
突き放す試み。取り上げる作品はいずれも岩波文庫を始め複数の文庫にて入手
可能である。

講師＝立野正裕（明治大学元教員）

①５月29日㈬　リヒャルト‐ヴァーグナー作
「ベートーヴェンまいり」

〔『響』（百年文庫）または『ベエトオヴェンまいり他3篇』（岩波文庫）に収録〕

②７月３日㈬　アーネスト‐ダウスン作
「エゴイストの回想」

〔『響』（百年文庫）または『アーネスト・ダウスン作品集』（岩波文庫）に収録〕

③８月21日㈬　江戸川乱歩作「押絵と旅する男」
〔『江戸川乱歩名作選』（新潮文庫）または『江戸川乱歩短篇集』（岩波文庫）に収録〕

④9月25日㈬　泉鏡花作「夜叉ケ池」
  〔『夜叉ケ池・天守物語』（岩波文庫）に収録〕

5、目取真俊『眼の奥の森』を読む
　前の期に引き続き目取真俊〔1960年～〕の小説作品と取り組む。
　『眼の奥の森』（影書房）は、はじめ季刊誌『前夜』に2004年から3年にわた
り連載され、のち単行本化された。沖縄戦末期、米軍に占領された島で一人の
少女（小夜子）が米兵たちに強姦される。小説はこの事件をめぐる10の語りか
ら構成される。島の区長、小夜子が連れ去られたとき傍にいた妹や近所の子供
たち、少女を強姦した米兵、沖縄出身の両親をもつアメリカ人通訳、……。そ
れらの語りが事件から60年を経た（執筆時における）現在からなされ、わたし
たちは、それぞれが抱える記憶の現在と向かい合う。そればかりではない。60
年間、思い人に「ひとつの声」を発してやまず、その「声」が到来し聞き届け
られるのを待ち望み続ける盛治と小夜子に出会うだろう。なにしろ本作は「恋
愛小説」の傑作でもある。
※下記の指定頁数は、影書房刊『眼の奥の森』新装版に依る。ご不明な点はHOWS事
務局までお問い合わせください。

①６月15日㈯　『眼の奥の森』を読む――その１ （P3～P120）
報告＝伊藤龍哉（文芸評論家）

②８月３日㈯　『眼の奥の森』を読む――その２ （P121 ～ P221）
報告＝田代ゆき（組版労働者）　　　　　 

③９月28日㈯　『眼の奥の森』を読む
―― 第1、2回の報告と討論で出た論点を踏まえて

　報告＝未定　※複数の発言者を立てる予定です。

6、この人にきく
①５月18日㈯　パレスチナに生きる人びとを知る
―― ２か月間のパレスチナ現地取材から
講師＝高橋美香（フォトジャーナリスト）

②６月１日㈯　パレスチナ解放闘争の歴史と現在を知る
―― わたしたちはいかに連帯すべきか
講師＝役重善洋（同志社大学人文科学研究所研究員）

  ※この講座は17時～ 20時開催。

③７月21日㈰　反帝共同行動を求める朝鮮に切り結ぶ視点
―― 東アジアの転換点、日朝青年で今後の運動を考える
座談＝尹成銖（在日本朝鮮青年同盟中央国際部長）

　　　　大村歳一（活動家集団思想運動事務局責任者）
　　　　司会：韓梨恵（朝鮮近現代史研究）  夏季セミナー

④７月22日㈪　帝国主義との対決こそがパレスチナ問題の核心
――『パレスチナの革命』（東庄平著、スペース伽耶）を題材に
　講師＝黄貴勲（在日本朝鮮社会科学者協会大阪支部）  夏季セミナー

⑤９月７日㈯　在日朝鮮人からみた日本国憲法の成立と現在
―― 憲法改悪反対運動に求められる歴史的・国際的な視座

　講師＝李泰一（朝鮮大学校政治経済学部学長）

≪2024年度前期募集要項≫
◦定員　本科生20名
◦全講座 2０ 回（各週1〜2回程度）
◦本科生は、すべての講座を受講できます。

◎聴講生20名
　シリーズを問わず、自由に講座が選べる８枚綴りの聴講チケットがあります。

◦費用
◎本科生　入学金…1万円（次期以降は不要）
　受講料…前期：25,000円、後期：25,000円
◦前期５月、後期11月の開講時までにそれぞれ納入してください。

◎聴講生　聴講料 回数券…10,000円
◦聴講料納入と引き換えに８回まで使える聴講カードをお渡しします。
◦１回の受講料は本科より割高ですが、一般受講より割安になります。
◦聴講チケットは、期間内のみ使用できます。

◎一般　受講料…1,500円（各講座1回につき）
◦本科生・聴講生以外の一般参加は、受付で現金にていただきます。

◦申込方法
◦所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、入学金・受講料を添えて、直接事務
局に持参、または現金書留にて郵送してください。郵便振替ご利用の際は、申
込用紙を別途郵送または事務局にお持ちください。

◦注意事項
◦HOWSゼミナールについては、会計が異なります。
◦講師の急病等やむを得ない事情により、日程・テーマ・講師等が変更になる場
合があります。

HOWS講座カレンダー 2024年度前期（５月～９月）
日　程 講　　座 講師・報告

① ５月18日㈯ パレスチナに生きる人びとを知る
――２か月間のパレスチナ現地取材から 高 橋 美 香

② ５月29日㈬ リヒャルト‐ヴァーグナー作
「ベートーヴェンまいり」 立 野 正 裕

③ ６月１日㈯ パレスチナ解放闘争の歴史と現在を知る
――わたしたちはいかに連帯すべきか 役 重 善 洋

④ ６月15日㈯『眼の奥の森』を読む――その１ 伊 藤 龍 哉
⑤ ６月29日㈯ 声を強める「グローバルサウス」（１）

――いっそう狡猾になる西側 富 山 栄 子

⑥ ７月３日㈬ アーネスト‐ダウスン作
「エゴイストの回想」 立 野 正 裕

⑦ ７月20日㈯ 労働者階級の政治意識をいかに形成するか
──分断から団結へ、労組活動家は語り合おう

鈴 木 友 陽
藤 本 愛 子
須 田 光 照
藤 原 晃

⑧ ７月20日㈯ 世界文学としての大西巨人文学
──市民社会をこえて

山 口 直 孝
立 野 正 裕
杉 山 雄 大

⑨ ７月21日㈰ 第三世界のなかのレーニン思想
――レーニン没後100年とこんにちの世界 林 裕 哲

⑩ ７月21日㈰ 反帝共同行動を求める朝鮮に切り結ぶ視点
――東アジアの転換点、日朝青年で今後の運動を考える

尹 成 銖
大 村 歳 一
韓 梨 恵

⑪ ７月21日㈰ クリティシズムの復権へ！――ざっくばらんに
語る思想・文化・芸術のこんにちの課題

佐 藤 勇 輝 
伊 藤 龍 哉
杉 林 佑 樹

⑫ ７月22日㈪ 帝国主義との対決こそがパレスチナ問題の核心
――『パレスチナの革命』（東庄平著、スペース伽耶）を題材に 黄 貴 勲

⑬ ８月３日㈯『眼の奥の森』を読む――その２ 田 代 ゆ き
⑭ ８月21日㈬ 江戸川乱歩作「押絵と旅する男」 立 野 正 裕
⑮ ８月24日㈯ 声を強める「グローバルサウス」（２）

―― 攻勢を仕掛ける米欧日豪 富 山 栄 子

⑯ ９月７日㈯ 在日朝鮮人からみた日本国憲法の成立と現在
――憲法改悪反対運動に求められる歴史的・国際的な視座 李 泰 一

⑰ ９月14日㈯ アメリカ労働運動の高揚からなにを学ぶか
―― わたしたちの運動を基礎から強めるために 若 林 靖 久

⑱ ９月21日㈯ 歴史の主体としての第三世界の現在地
――社会主義への道が現状を打開する道 林 裕 哲

⑲ ９月25日㈬ 泉鏡花作「夜叉ケ池」 立 野 正 裕
⑳ ９月28日㈯『眼の奥の森』を読む 未 定

◎ＨＯＷＳ付属ゼミナール
　HOWS本科生と聴講生は、有志参加による下記ゼミナールに参加でき
ます。参加費は各ゼミ毎に別途お支払いください。

①HOWS文学ゼミ（戦後文学ゼミを改称）
� チューター＝山口直孝、松岡慶一

　2000年から2016年まで主に戦後の文学・芸術運動を検証する作業を続
けてきましたが、これを第Ⅰ期として、2018年からは第Ⅱ期、名称も
HOWS文学ゼミで再出発しています。第Ⅰ期の作業を継承するのみなら
ず、いかにして現在の荒廃した支配的文化状況を変革して、文学・芸術
運動を再生していくかが課題です。

パレスチナを知る開講連続講座

①７月 20 日㈯　労働者階級の政治意識をいかに形成するか
座談＝鈴木友陽（全農林労働組合分会執行委員）／藤本愛子（国公労  
　　　  連支部委員長）／須田光照（全国一般東京東部労組書記長）／  
　　　  司会：藤原晃（神奈川高教組）

②７月 20 日㈯　世界文学としての大西巨人文学
　対談＝山口直孝（二松学舎大学教員）／立野正裕（明治大学元教員）　
　　　　司会：杉山雄大（二松学舎大学教員）

③７月 21 日㈰　第三世界のなかのレーニン思想
　講師＝林裕哲（朝鮮大学校外国語学部准教授）

④７月 21 日㈰　反帝共同行動を求める朝鮮に切り結ぶ視点
座談＝尹成銖（在日本朝鮮青年同盟中央国際部長）／大村歳一（活動
　　　   家集団思想運動事務局責任者）／司会：韓梨恵（朝鮮近現代史研究）

⑤７月 21 日㈰ 　クリティシズムの復権へ！
座談＝佐藤勇輝（20世紀フランス文学・思想研究）／伊藤龍哉（文芸
　　　  評論家）／司会：杉林佑樹（翻訳家・HOWS事務局）

⑥７月22日㈪　帝国主義との対決こそがパレスチナ問題の核心
　講師＝黄貴勲（在日本朝鮮社会科学者協会大阪支部）

夏季セミナー 　変革と創造のビジョンをつくりだそう !  ７月20日㈯～22日㈪　（神奈川県の施設に宿泊／
事前申込・宿泊料別途必要）


